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究においては、PC/FOTのセラピストであるもう 1 人の共同研究者の、 6 名のクライアントとのセ
ラピー体験と面接記録が分析された。 
【キーワード】 パーソンセンタード／フォーカシング指向セラピー セラピストTAE  






英国で出版されたミック・クーパー（Cooper, 2008）の著書、Essential Research Findings in 
Counselling and Psychotherapy（清水・末武監訳『エビデンスにもとづくカウンセリング効果の研
究』）から、その主要なものをピックアップしてみる。 
 第  1 にあげられるのは、サイコセラピーの分野においていわゆるエビデンスベースト
（evidence-based）の動向が浸透してきていることである（APA, 2006ほか）。どのようにエビデンス
を見出すかという点でも、例えば、セラピーを受けた臨床群の効果を統制群や待機群と比較した無
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と試みるパイロット研究の成果を提示することにある。そうする中で、特に、新たな質的分析の方
法論としてこのパイロット研究の中で活用されたTAE（thinking at the edge）（Gendlin, 2004; 

























の推進・進展を援助するための種々の体験的な方法を提案するようになり（Greenberg, Rice & 
Elliott, 1996; Sanders, 2004ほか）、今日に至っている。こうして展開してきたPC/FOTは現在、世界
各地の数多くのセラピストたちによって共有され実践されており、サイコセラピーの主要な 1 つの
形態および方法としてその立場を確立している。 
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なセラピーのメタ分析では、全体的にみて、セラピー前後の平均効果量はCohen’s d 3 で0.99であり、
待機群および統制群との比較では0.89だった。このような結果は、CBTや精神力動的セラピーと同
程度であり、鬱、トラウマ、統合失調症、心身の健康に関する問題などに有効であることを示唆す










ケール（Walker, Rablen & Rogers, 1960）の研究が有名であるが、ロジャーズはすでに1942年に、セ
ラピーのプロセスに特徴的な段階（Rogers, 1942）を記述し、その後も、自己の再組織化
（reorganization of self）（Rogers, 1951）、十分に機能する人間（fully functioning person）（Rogers, 
1961）といった独自の概念を用いながらサイコセラピーにおいて生起するプロセスと方向性を描き
出した。またジェンドリンはサイコセラピーにおいて生じる変化を、焦点づけの4つの位相（four 
phases of focusing）として記述し（Gendlin, 1964）、この理論がベースとなってその後のフォーカシ
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苦悩のタイプ、ニーズ、社会的文化的背景、その他―にあまり関心が払われていない点である。
現在、セラピーの成否を予測する最も大きな要因はクライエントの側の諸要因であることが明らか
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 TAEプロセスを図式的に説明すると、図 1 のように表現できる。 
 TAEプロセスでは、形式システムとIUシステムの 2 つの間を行き来しながら進んでいく。これを
ジェンドリンは、ジグザグ（Zig-Zag）と表現する。形式は論理、言語、記号などからなる。TAE 
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点である。これらはジェンドリンの哲学（Gendlin, 1997; 諸富・村里・末武, 2009）の中核的な概
念でもあり、哲学的に確固とした意義づけがなされているものである。つまり、TAEは哲学的な根




































次のようなものがある。高齢者の幸福感に関する研究（Yamaguchi & Tokumaru, 2010）、大学生の作
文活動参加感想の分析（得丸, 2010a）、エンジニアの実践知の分析（得丸, 2010b）等である。 
 
 「セラピストＴＡＥ」 
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が、その経験の中から、次のような基準で 6 名のクライエントの臨床ケースが選択された。 
 ①真正（bona fide）なPC/FOTのセラピーであること。つまり、研究のために募集したクライア
ントを対象とした実験的なセラピーや試行カウンセリングではなく、何らかの主訴や心理的苦悩の
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 データの内容：以上 6 つのケースが今回のパイロット研究のデータとして選択された。クライア
ントの内訳は、男性 2 名、女性 4 名で、初回来談時の年齢は20歳代 3 名、40歳代、50歳代、60歳代
各 1 名であった（平均約39歳）。セラピーセッション数は 3 回～12回（平均約 6 回）であり、セラ



















例としては面接記録の抜粋を活用した。共同研究者 B（得丸）は、共同研究者 A の語りを聞きなが
らミラーIUを形成し、必要に応じて質問を行い、パターンシート等への記載はセッション中は共




 パートⅠ：ここでの作業の中心は、データの全体から IUのフェルトセンスを形成し、その IUを
その後の分析の中核として活用できるように直接照合体（DR）としてジェル化させることである。
具体的には、今回のリサーチクエスチョン「成功したPC/FOTにおいてはクライアントにどのよう







チョン（テーマ）の実例を選び出しながら、TAEのステップ 6 ～ 7 に従って、その実例の中に暗在
しているパターンを文章化していった（例えば、パターン 1（P1）はケース 1 の実例を中心に抽出さ
れたものである。そのパターンシートを付表 2 に示した）。同様にして、ケースの 2 ～ 6 について
も、その実例からパターンが抽出され、全体で 6 つのパターンが抽出された。（パターン 2 ～ 6 につ
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 P6：切り分けて置いてみると、感じられるcalm（じゃまされず静か）な感覚が生じる 















































きに、「シンボル的閃光（ symbolic flashing）」が繰り返されて「隠喩的な調律（metaphoric 
rhyming)）」として響き合い、「個人文法的型（personal grammatical form）」に沿って「未構成な身
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断続的に生起するその人そのものの動き          ＊最も大切な語句に二重線を引く 
④空所のある文＊仮マイセンテンスの二重線の部分を空欄にした文を書く 
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付表２．パターンシート（No.1） 
パターン P1：型（ここには文化や伝統が入る）を動くことを通して、自分が感じられる 





類似例 ケース 3 の第 2 回面接より：「○○先の○で私の言葉が出てこない。私は物申す人間ではない。」 













比較的少なく、抽出したパターンも 1 ケースから 1 パターンとした（作業の継続によってより多く
のパターンが抽出される可能性があった）こと等から、導き出されたタームや理論も、ある程度限
定されたものであると考える必要があろう。しかし、それにもかかわらず、このパイロット研究か
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 1  本稿は、Philosophy of Psychotherapy Conference (8-11, July 2011, University of East Anglia, 
Norwich, UK)での研究発表 What occurs in person-centered and focusing-oriented therapy?: A 
qualitative analysis by using ‘therapist TAE’ に修正を加えたものである。研究発表の機会をつ
くっていただいたUniversity of East AngliaのCampbell Purton氏とJudy Moore氏に感謝したい。 




 3  効果量（effect size）を示すために広く用いられている指標で、背景となっている変量と比較
した際の 2 群間の差の総和を示す数値。約0.2で小の効果量、約0.5で中の効果量、約0.8で大の
効果量を示す。 
 4  ランバートら（Asay & Lambert, 1999）は、セラピーの成否にかかわる要因の約40％が「クラ
イアント変数とセラピー外の出来事」によるという推定値を報告している。 
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 6  今回選択された 6 名のクライアントとのセラピーはいずれも、有料の民間のセラピー機関に
おいて実施されたものである。 
 7  臨床心理士の倫理綱領ではケース記録の保管はセラピー終結後 5 年間であり、それ以前の記
録については特段の事情がない限り破棄しなくてはならないので、必然的に 5 年以内のケー
スの中からデータが選択された。 
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